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MilneEdwardsにおける実験的２次多包虫症

稲岡徹久津見晴彦大西健児

（昭和58年６月１日受領）

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：ＥＣ/ji"ococcnsm"Zt〃ｏＣｗＺｑ｢is，Chinesehamster，Cricetz(/z(ｓ

ｇ７ｚｓｅ皿s，experimentalsecondaryechinococcosis．

多包虫症は，わが国では主として北海道に見られる疾

患であり，狐や犬を終宿主とする多包条虫の虫卵を，

蓬}歯類やヒトが摂取することによって感染が成立する．

ヒトの包虫症は診断と治療が困難で，重要な人畜共通

感染症の一つとなっている．その生活史を成立させる

ためには，種々の誓歯類が中間宿主としての役割を演

じているが，北海道の根室，釧路地方では，エゾヤチネ

ズミとミカドネズミに自然界での多包虫感染が報告され

ている（神谷ら1977)．一方，多包虫の中間宿主につい

ての実験的研究により，動物の種問，系統間で，多包虫

に対する感受性に大きな差のあることが報告されている

(Yamashitaetaム1958,WebsterandCameronl961，

OhbayashMaL1971，神谷1973)．ハムスター類では，

ゴールデンハムスター（Mesocγｉｃｅｍｓａ迦了αz"s)，グレー

ハムスター（CγｉＣｅｍｍＳＺ７ｉＺｏ"）に関してはいくつかの

報告がある（Yamashitaetaム1958,Cameronl960，

Lukashenkol966，神谷1974)．しかし，チャイニーズ

ハムスター（CriceMz`ｓｇｒｉｓｅｚ`s，Chinesehamster以

下ＣＨと略）の多包虫に対する感受性は全く調べられ

ていない．今回，ＣＨの腹腔内原頭節接種によって，こ

の動物が多包虫に対して高い感受性を有することが確認

されたので報告する．

この多包虫感染コトンラットの分与をうけ，感染実験に

使用した．第１回実験には，分与されたコトンラット由

来の原頭節，第２回実験にはｄｄＮ系マウスに接種後１１

カ月を経た包虫から採取した原頭節，第３回実験には

ＣＨに接種後５カ月の包虫から得た原頭節を用いた．

供試動物：実験に用いたＣＨはすべて旭川医科大学

生物学教室より分与されたもので，ChineseHamster

AsahikawaColony（ＣＨＡ）と呼称されている（Tateno

andMikamol982)．このコロニーの由来は，Ｄｒ、G

Yerganian（Children，sCancerResearchFoundation，

Boston）によって1969年２月に，東京の財団法人癌研究

所に分与され，その後，愛知県心身障害者コロニー発達

障害研究所，北海道大学理学部染色体研究施設を経て，

1975年６月より旭川医科大学生物学教室で繁殖維持され

るようになったものである．現在までにこのコロニーの

ＣＨは実験動物として，種々の改良が加えられ，性成熟

までの日数の短縮，性周期の安定，産仔数の増加，体

長，体重の増大など，初期のものに比べて大幅に改善さ

れている（MikamoandKamiguchil983)．従来困難と

されていた繁殖も，ＣＨＡｃｏｌｏｎｙでは毎月100個体以上

の雌から計画的に出産させることが可能となった（美

甘・舟木1979)．

第１回目の実験に用いた系統マウスのうち，ｄｄＮ系

は株式会社北海道実験動物センターより，ＤＢＡ，ＡＫＲ

の各系統は日本クレア株式会社より購入した．動物はす

べて雄を用いた．

これらの動物は３～５頭ずつプラスチックケージに入

れ，オリエンタル酵母株式会社製の固形飼料と水道水を

随時与え，２４±１Ｃに調節した飼育室内でconventional

conditionで飼育した．

接種方法：感染動物をエーテルで麻酔死させ，なるべ

材料と方法

多包虫：使用した多包虫は北海道大学獣医学部山下次

郎教授より分与されたアラスカ株でその後，北海道立衛

生研究所においてコトンラット腹腔に原頭節を接種する

方法で長期間継代維持されていたものである．当教室は

本研究は文部省科学研究費，奨励研究Ａ（研究課題番

号56770227）の補助を受けた．記して謝意を表する．

旭川医科大学寄生虫学教室
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<宿主組織を混じえずに包虫を取り出し，滅菌生理食塩

水中でハサミで細切する．これを低速回転のブレンダー

で細砕し，１COメッシュの金網で濾過して粗大な組織片

を除く．ついで滅菌生食水で数回洗浄し，最後にペニシ

リンＧカリウム（明治製菓株式会社製）を溶解した生食

水を加え，よく混和してから単位容積当りの原頭節を数

え，0.2ｍ’中に所定の数の原頭節と，500単位のペニシ

リンが含まれるよう調節する．このようにして用意した

ペニシリン添加滅菌生食水0.2ｍ'内の原頭節を右後肢つ

け根から18Ｇの注射針を用いて，腹腔内へ接種した．

実験１ではＣＨ１８個体，ｄｄＮマウス８個体，ＤＢＡ

マウス10個体，ＡＫＲマウス１０個体を用い，各動物に成

熟原頭節を30個ずつ接種し，途中死亡した個体を除き，

５～６カ月後に解剖して，包虫形成について肉眼的に精

査した．

実験２では，接種数と包虫発育の関係を知るため，３

～７週齢，体重14.1～25.99のＣＨ１４４個体に，１０個，

100個，1,000個の３段階に分けて成熟原頭節を腹腔内接

種した．接種したのちのＣＨは，１５日ごとに105日まで，

一般的な健康状態と体重を記録した後，原則として各群

５個体を任意に選んで写真撮影し，解剖して腹腔，胸

腔，各種臓器内の包虫について肉眼的に精査した．包虫

はなるべく宿主組織を混じえずに取り出し，直ちに重量

を測定した．さらに包虫を実体顕微鏡下で切り裂いて，

原頭節の存在とその成熟度を調べた．一部の包虫はホル

マリン固定して組織標本とし，ヘマトキシリン・エオジ

ンまたはアザン染色ののちに観察した．原頭節の成熟と

は形が完成しており，かつ鉤が一定部位に整列している

場合を指し，この基準に達しないものは未成熟とした．

また肝臓と脾臓を切り出しそれらの重量を測定した．実

験経過中の死亡個体は結果の対象から除外した．最終的

に剖検した動物数は105個体であった．

実験３では，包虫発育と動物のａｇｅとの関係を知る

ため，７適齢，３カ月齢，５カ月齢，９カ月齢，１２カ月

齢の動物を準備し，これらに成熟原頭節を70個ずつ腹腔

内接種した．その後は実験２と同様に包虫形成や原頭節

の成熟について，１５日間隔で105日後まで観察した．な

お第３回実験では動物の死亡により個体数が不足したた

め，感染90日目の剖検を省略した．供試した動物数と剖

検数（括弧内）をａｇｅ別に記載すると，７週齢1７（12)，

３カ月齢1３（10)，５カ月齢1５（11)，９カ月齢1４（11)，

12カ月齢1６（11）であった．

結果

感染率：Tableｌ～３に各実験において包虫形成を認

めた動物の個体数を，剖検数とともに示した．ここでは

包虫形成個体数の剖検数に対する割合を実験的２次包虫

症における感染率と表現することにする．実験１ではマ

ウスの諸系統と比較する目的で原頭節30個を各動物に接

種したが,ＣＨの感染率は80％で,同時に接種したｄｄＮ，

ＤＢＡ，ＡＫＲマウスと大差なかった(Tableｌ).実験２で

は接種原頭節数が1,000個，100個，１０個のＣＨについ

て，その感染率を調べた．1,000個，100個接種群ではす

べてのＣＨに包虫が認められたが，１０個接種群におけ

TablelComparisonofsusceptibiliｔｉｅｓｏｆｃｈｉｎ－
ｅｓｅｈａｍｓｔｅｒａｎｄｓｏｍｅｓｔｒａｉｎｓｏｆｍｏｕｓｅ

ｔｏｓｅｃｏｎｄａｒｙｅｃｈｉｎｏcoccosiswith

３０protoscolicesofEchi"ococcHs
７"2ｲZZiJoc"Jａ７ｉｓ

Ｍｏｕｓｅ
Ｃｈｉｎｅｓｅ

ｈａｍｓｔｅｒ
ddN ＤＢＡ ＡＫＲ

12/15＊ ７/８ 6/９ 6/９

＊Ｎｕｍｂｅｒｏｆａｎｉｍａｌｓｗｉｔｈｐａｔｅｎｔｉｎｆｅｃｔｉｏｎ

／numberofanimalsexamined

Table2Relationbetweentheinfectｉｏｎｒａｔｅ

ａｎｄｉｎｉｔｉａｌｎｕｍｂｅｒｏｆｉｎｏｃｕlatedproto‐
scolicesofE．〃MZiZoczZJαγiｓｉｎｔｈｅ

Ｃｈｉｎｅｓｅｈａｍｓｔｅｒ

Ｎｕｍｂｅｒofinoculatedprotoscolices

1000 100 1０

34/34＊ 38/3８ 20/3３

＊Ｎｕｍｂｅｒｏｆａｎｉｍａｌｓｗｉｔｈｐａｔｅｎｔｉｎｆｅｃｔｉｏｎ

／numberofanimalsexamined

Ｔａｂｌｅ３１ｎｆｅｃｔｉｏｎｒａｔｅａｍｏｎｇｔｈｅｖａｒｉｏｕｓ

ａｇｅｓｏｆｔｈｅＣｈｉｎｅｓｅｈａｍｓｔｅｒｓｉｎfectedwith

７０protoscolicesofE・ノ"zZZZiZoaZZaアハ

ＡｇｅｏｆＣｈｉｎｅｓｅｈａｍｓｔｅｒｓ

7Ｗ＊ ３Ｍ↑５Ｍ９Ｍ１２Ｍ

12/l2tlO/1０１１/1１１１/1１１１/1１

＊７ｗｅｅｋｓｏｆａｇｅ， Ｔ３ｍｏｎｔｈｓｏｆａｇｅ

:ｔＮｕｍｂｅｒｏｆａｎｉｍａｌｓｗｉｔｈｐａｔｅｎｔｉｎｆｅction
／nｕｍｂｅｒｏｆａｎｉｍａｌｓｅｘａｍｉｎｅｄ

（７４）
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Fig、２Increaseofcystweight（mean±SE)iｎ
Ｃｈｉｎｅｓｅｈａｍｓｔｅｒｓｏｆ７ｗｅｅｋｓｏｆａｇｅ（7Ｗ)，３
ｍｏｎｔｈｓｏｆａｇｅ（３Ｍ),５ｍｏｎｔｈｓｏｆａｇｅ（5Ｍ),９
monthsofage(9Ｍ)ａｎｄｌ２ｍｏｎｔｈｓｏｆａｇｅ(12Ｍ）
inoculatedwith70protoscolicesｏｆＥ．〃z"〃"oαイー
ルrfs．

Daysafterinoculation

Fig、１Increaseofcystweight（mean±SE）in
ChinesehamstersinoculatedwitｈｌＯＯＯ（circle)，
100(triangle）ａｎｄｌＯ(square）protoscolicesofE
m"〃ﾉﾉoαｲﾉａ７ｆｓ．

る感染率は約60％であった（Table２)．実験３では７週

齢から12カ月齢までのＣＨに70個の原頭節を接種し，
ａｇｅ別の感受性をみた．結果はTable3のようにすべて

の個体に明らかな感染が認められた．以上の結果から，

ＣＨにおいて実験的２次包虫症が成立し，接種原頭節数
と感染率の問には相関のあることが明らかになった．一

方，ＣＨのａｇｅと多包虫i感染率の間には今回使用した
範囲では一定の関係はみられなかった．

包虫の発育：Ｆｉｇ．１，２には，実験２と実験３におけ

る各観察日のＣＨ個体別の包虫重量を，平均値±標準

誤差で示した．包虫重量の増加の程度は，接種原頭節数
と密接な関係を示しており，１，０００個接種群では３０日後

から，100個では45ｐ後から，１０個では60日後から著し

い包虫重量の増加が起っている．実験３ではすべての

ＣＨに原頭節70個を接種したが，４５日または60ｐ後から
包虫重量の増加が顕著になった．

感染105日には大部分の動物に巨大な包虫形成が認め

られ，最も極端な例では動物の体重の49％（動物体重

52.69のうち包虫25.89）に達した．各動物における包

虫重量はかなり変動し，感染後の日数の経過によってそ

の差は拡大した．この原因の一つとして包虫がしばしば

膿瘍化し，そのために急激な重量増加をおこすことがあ

げられる．感染105日になると，ほとんどすべてのＣＨ

は膿瘍化した包虫を保有し，膿瘍の程度により包虫重量
には大差を生じた．

原頭節1,000個を接種した場合の包虫の大きさは，１５
日後では大部分は直径２ｍｍ以下，例外的に大きなもの

で長径７～８ｍｍの扁平な楕円形である．３０日後には，
大きな病巣は長径約10ｍｍに達し，円筒型からラグピー

ポール型に近い不定型をしている．４５～60日後には直径
10ｍｍを越える包虫が散見されるようになり，またその

形も球に近づくため，包虫の容積はかなり増大し，腹腔
内の病巣を触知し得るようになる．７５日以降では直径１０
ｍｍ以上の包虫が多数見られ，これらが相互に癒合して

巨大な包虫塊となることもある（Fig.３Ａ，Ｂ)．動物の
腹部は，しばしば腹水が貯留して膨大する．

接種原頭節数が100個以下の場合も，１，０００個の場合よ
り発育は遅れるが基本的には類似の経過を示した．また

実験３においては包虫の発育と動物のａｇｅの問には一

定の関係は認められなかった（Fig.２)．

原頭節の形成と宿主の組織反応：すべての動物の包虫

組織を実体顕微鏡下で切り裂いて原頭節の形成状態を観

察し，さらに－部の動物については腸間膜，大綱，胃

腸，膵など腹腔内臓器表面に付着した包虫を，組織切片

（７５）
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標本によって精査した.感染30日ですでに未成熟原頭節

が少数ながら認められる．周囲組織はリンパ球，形質細

胞の浸潤する非特異的慢性炎症像を呈し，繊維芽細胞も

見られる（Fig.４Ａ)．感染45日後の組織像も30日後のそ

れと類似しているが，包虫の中心部に壊死した組織があ

り，石灰小体も認められる．原頭節はまだ少数で，すべ

て未成熟である（Fig.４B)．６０日では少数の原頭節が成

熟し，周囲組織の繊維化が進行する（Fig.４C)．７５日で

は多数の繁殖胞と成熟原頭節が見られ，周囲組織の炎

症，壊死，繊維化も広範囲におよぶ．９０日では75日の組

織像とほとんど変化がない（Fig.４，，Ｅ)．感染105日

ではきわめて多数の繁殖胞，成熟原頭節が認められる

(Fig.４F，Ｇ)．宿主組織の非特異的炎症，繊維化は感染

後の日数の経過とともに徐々に進行する。これと同時に

包虫は巨大化し，所々に，壊死性病変の周囲に好中球を

中心とした限局性の化膿性炎症像が見られ，包虫の一部

が膿瘍化したことを示している（Fig.４F，Ｈ)．

実験２と実験３では,剖検した160個体中147個体(91.9

％）に包虫の発育を認めたこれら147個体で包虫形成

の初発部位は，例外なく接種部位に近い腸間膜，大綱，

腸管表面である．感染15日後にはこれらの部位に点々と

扁平な小包虫が付着する．これについで，胃，冑牌間

膜，横隔膜，膵，肝，牌，腎などの表面にも包虫の付着

が見られ，稀に腹腔内に遊離する場合がある．

感染30日後まではどの臓器に付着する包虫も組織実質

にはほとんど侵入せず，４５日以降になると組織内にも見

られるようになる．組織実質内に包虫が形成された腹腔

内臓器としては，肝が27例（18.4％）で最も多く，つい

で脾，腎に３例（2.0％）ずつ，精巣に１例（0.7％）で

あった．胸腔内包虫は３例に見られ，うち２例は胸膜表

面に，１例のみ肺実質中に侵入していた．当初の接種原

頭節数の多い動物ほど組織内での包虫形成も頻繁に起っ

ていた．

牌と肝の腫大：実験２，３では剖検時に脾，肝の重量

を測定した．脾重量が正常牌の２倍を越えた個体は160

個体中33個体（20.6％）で，接種原頭節数が多い群ほど

脾腫の起る頻度は高かった．肝腫大は稀にしか見られず

多くのＣＨでは肝重量の体重比は，感染後の日数の経

過とともにむしろ低下した．これは肝実質内に包虫が侵

入した例が少ないためで，肝にシストが形成されなかっ

た120個体の肝重量の体重比が3.1～6.3％であるのに対

し，肝実質にシストを有する27個体では5.5～10.6％で

であった．

死亡個体：３回の実験によってCH237個体，マウス

28個体に原頭節を接種したが，このうち剖検したCH

175個体，マウス26個体以外のＣＨ６２個体，マウス２個

体は，接種後発症状態を観察する過程での死亡例であ

る．

動物の死亡時期に関して，２つのピークが認められ

た．最初のピークは接種後数日から１カ月以内，とくに

１週ないし２週後に見られる．この時期の死因は接種に

伴う細菌感染や，衰弱個体に対する他からの干渉による

ものと推察しているが詳細は不明である．第２のピーク

は接種後60日以降に見られるもので，この時期の死亡個

体は例外なく包虫症が進行しており，解剖してみると腸

管と包虫組織が癒着し，腸閉塞を惹起している場合があ

った．

考察

誓歯類の中でもハムスター類を含むキヌゲネズミ科に

は多包虫感染において高い感受性を示すものが少なくな

い．ところがハムスター類のうちで比較的よく調べられ

ているゴールデンハムスターに多包条虫卵を経口的に感

染させた場合の感受性は否定的な結果が多い（Raush

andSchillerl956，YamashitaeZaZ、1958,Webster

andCameronl961)．またCameron（1960）によれば

ゴールデンハムスターの２次包虫症においては，包虫の

発育は遅く，原頭節の形成は貧弱であるという．しかし

神谷（1974）は，虫卵投与でもかなり高率に感染し，一

部の例では感染後60日まで発育すること，原頭節の腹腔

接種ではすべての例で感染が成立し，感染後100日では

一部の原頭節の死滅とともに，多数の成熟原頭節の形成

を観察している．著者らはゴールデンハムスターとは属

を異にするものの近縁種であり，実験動物としても普及

しつつあるチャイニーズハムスターの，多包虫の実験的

中間宿主としての有用性を知るために今回の実験を行っ

た．原頭節を10個接種したＣＨの感染率は60％，３０個で

は80％，７０～1,000個では100％という結果であった．

RauandTanner（1972）は今回と同じ方法で感染させ

たコトンラットで，原頭節１個接種では感染は認められ

ず，１０個で50％，100～１０，０００個では100％の感染率を得

ている．

種々の誓歯類の実験的２次多包虫症を扱った報告

(YamashitaetM1957，1960,WebsterandCameron

l961，神谷ら1980）と比較しても，ＣＨの多包虫に対す

る感受性はかなり高く，従来から好適な実験的中間宿主

とされてきたコトンラット，スナネズミ，ＡＫＲ，ＤＢＡ

などの系統マウスのそれに十分匹敵し得る．包虫重量の

（７６）



327

増加を指標にすると，包虫の発育は接種原頭節数によっ

てずれはあるが，一般に感染後30日までは比較的緩やか

に増大し，その後急激に重量を増し最終観察日の105日

後には特に著しい重量増加が記録された．ＢａｒｏｎｅｔａＺ．

(1973）はコトンラット，スナネズミの腹腔に原頭節末

形成のノトシストを接種した実験的２次包虫症では，包虫

の重量はsigmoid状の成長曲線を示し，感染80～120日

でプラトーに達し，抵抗性のＡ/Ｊ系マウスではきわめ

て緩やかな直線状の成長を示すことを報告している．神

谷ら（1980）によると多包虫を接種したヌードマウスで

は，包虫重量は８週まではほぼ直線的に増加し，１５週，

18週，１９週後には体重を越えるほどになるが，１５週以

降はもはや上昇しないようである．Ｈｉｎｚ（1972）は

ＮＭＲＩマウスでは，包虫は直線的に重量を増し，およ

そ９カ月でプラトーに達すると報じている．

以上のことから，包虫は宿主の抵抗性が弱いほど急速

に発育し，最終的には宿主の腹腔容量の制約，あるいは

宿主の死によって，発育の鈍化ないし停止を招来すると

考えられる．原頭節を接種したＣＨにおける多包虫の

発育はＡ/ＪあるいはＮＭＲＩマウスに比べるとはるか

に早いが，コトンラット，スナネズミよりは緩慢で感染

後105日までの観察では発育の鈍化は見られなかった．

ＲａｕａｎｄＴａｎｎｅｒ（1972）の原頭節を接種したコトンラ

ットの感染60日後の結果と比較すると，その差は一層明

白で，ＣＨはコトンラットより抵抗性であり，スナネズ

ミやヌードマウスと比較しても，包虫重量の増加という

点から見れば感受性はやや低いことになる．

次に原頭節の形成という観点から，他の動物を用いた

実験的２次包虫症と比較した．まずコトンラットではシ

スト塊を接種して４週後に成熟原頭節を含むシストが形

成される（Lubinskyl960)．シスト塊または包虫サスペ

ンジョンを接種したスナネズミには30日後に少数の未熟

原頭節がみられ，ヌードマウスでは４週以降に原頭節形

成，８週後には原頭節から娘胞への変態が始まり，同時

に変性も起ってくる．同じ方法で接種したラットでも３０

日で未熟原頭節，９０日で成熟原頭節が出現している（神

谷ら1980)．マウスを用いた例では，ｄｄ系で感染４カ

月後に少数の原頭節を認めている（Yamashitaetaム

1957）ほか，ＤＢＡ系では135～153日で原頭節形成が観

察されている（YamashitaetaL1960)．神谷(1974)は

ゴールデンハムスターの多包虫感染に際し，原頭節を腹

腔に接種した場合，３０日で－部に初期原頭節，６０日後に

若干の成熟原頭節，１００日後に十分に発育した多数の成

熟原頭節の出現を報告している．ＣＨの実験的２次包虫

症における原頭節の形成はコトンラットよりは明らかに

遅れる．しかし，感受,性の高いといわれるスナネズミに

匹敵し，マウスの中ではヌードマウスを除けばどの系統

よりも原頭節形成は速やかである．ゴールデンハムスタ

ーでの結果はすでに述べたように，各論文で必ずしも一

致しておらず比較するのはやや難しいが，ゴールデンハ

ムスターを用いたどの実験の結果と比較してもＣＨの

感受性の方が高いと結論できる．

接種後の宿主の組織反応はかなり強く，リンパ球，形

質細胞の浸潤する非特異的炎症像，繊維化，壊死性病変

がはっきりと認められ，日数の経過とともに徐々に進行

していた（Fig.４B，Ｆ，Ｈ)．これはＣＨが多包虫感染

に対して，ある程度抵抗性であることを示している．

多包虫感染が虫卵に由来する1次包虫症の場合，一番

の好発部位は肝で次第に他の部位へも転移することは周

知の事実であるが，実験的２次包虫症では肝のほか，腸

間膜，大綱，あるいは腹腔内臓器表面に包虫の付着する

ことが多い（Yamashitactaム1957，神谷1974)．ＣＨで

はこの傾向は著しく，感染した個体は例外なく腹腔内の

膜や臓器表面に付着した形の包虫を有し，臓器実質に侵

入した例は肝に最も多いものの，約20％の個体に見られ

たに過ぎない．しかしその後，包虫の小シスト塊をＣＨ

の腹腔に埋め込む方法で感染させたところ，高率に肝実

質内に包虫が形成された（未発表)．このことは，実験的

２次包虫症における包虫形成部位は接種方法によって大

きく影響されることを示唆している．

マウスのいくつかの系統で虫卵による多包虫感染に対

して動物のａｇｅにより抵抗`性に差のあることが報告さ

れており（Kamiyal972，神谷1973)，また実験的２次単

包虫症でも同様の現象が知られている（SchwabeetaZ、

1959）ため，この点には特に注意を払って観察したが，

７週齢から12カ月齢までのＣＨを用いた実験３でも，

３～７週齢を用いた実験２でも，感染率，包虫の発育等

にａｇｅによる違いは今回は認められなかった．

今回調べた実験的２次包虫症は自然感染とは異なって

おり，同種の動物でも多包条虫卵を経口的に摂取した場

合とは，感染率や包虫発育のしかたが，必ずしも一致し

ないことが予想される．さらに２次包虫症の範檮でも感

染の方法によって種々の変動要因があり，これらを考慮

せずに多包虫感染に際してのＣＨの感受性を他の誓歯

類と比較することはできない．しかしＣＨが従来用い

られてきた実験動物に劣らず多包虫によく感染し，確実

に成熟原頭節を形成し，何代にもわたって２次包虫症に

よる継代に成功しており，接種方法をさらに検討するこ

(７７）
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とにより多包虫症研究のための有用な実験動物とするこ

とは可能であろう．

まとめ

チャイニーズハムスターの腹腔に多包虫の原頭節を接

種して，接種後105日まで15日ごとに包虫の発育を観察

して以下の結果を得た．

１．感染率は接種原頭節数によって変り，１０個では６０

％，３０個では80％，７０～1,000個では100％であった．

２．包虫の重量は全観察期間を通じて速やかに増加し

続けた．

３．接種後30日で少数の未熟原頭節が，６０日で若干の

成熟原頭節が，７５日以降になると多数の成熟原頭節が形

成された．

４．宿主組織にはリンパ球，組織球の浸潤する非特異

的炎症像，繊維化，壊死性病変が認められた．

５．宿主のａｇｅは感染率や包虫の発育に影響を与え

なかった．

６．チャイニーズハムスターが多包虫の継代に好適

で，多包虫症研究のための有用な実験動物になり得るこ

とを確認した．
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SECONDARY MULTILOCULAR ECHINOCOCCOSIS IN THE CHINESE

HAMSTER, CRICETULUS GRISEUS MILNE-EDWARDS,

EXPERIMENTALLY INOCULATED WITH PROTOSCOLICES

Tohru INAOKA, Haruhiko KUTSUMI and Kenji OHNISHI

(Department of Parasitology, Asahikawa Medical

College, Asahikawa, 078-11, Japan)

Chinese hamsters, Cricetulus griseus Milne-Edwards, were inoculated intraperitoneally with

protoscolices of Echinococcus multilocularis. The development of hydatid cysts in the animals

was recorded from 15 days to 105 days after inoculation at 15 day intervals. The results are as

follows.

1) The rate of animals with patent infection varied from 60% to 100% depending on the

initial number of inoculated protoscolices.

2) The weight of hydatid cysts was measured. It increased rapidly through the whole ex

perimental period.

3) A few immature protoscolices were recognized at 30 days after inoculation. Mature

protoscolices were first found at 60 days after inoculation and the number increased remarkably

at 75, 90 and 105 days after inoculation.

4) Non-specific inflamation infiltrated with lymphocytes and histiocytes, fibrosis and necrosis

were noticed in host tissues.

5) It was not recognized that the concordant relationship between the susceptibility to inf

ection with protoscolices of E. multilocularis and the age of animals.

6) It is demonstrated that the chinese hamster is suitable to maintain larval E. multilocularis

with serial transplantation of protoscolices, and is an useful experimental animal for the study of

multilocular echinococcosis.
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Ｆｉｇ．３AChinesehamsterwithextremelydevelopedhydatidcystsofE．、"ＪＺｉＺｏｃｗＺａｒｉｓａｔｌＯ５ｄａｙｓ
ａｆｔｅｒｉnoculation．

Ａ）Hydatidcystsinthebodycavity（×1）

Ｂ）Thecystsafterremovedfromthebodycavity

Fi９．４Lesions，fibrosisandnecrosisofhosttissuesanddevelopmentofprotoscoliceｓｏｆＥ・加"ZZiか

ｃ"/αγjsintheChinesehamsterat30days(Ａ)，４５ｄａｙｓ（B),６０days(C),７５ｄａｙｓ(Ｄ),９０ｄａｙｓ
（E）ａｎｄｌＯ５ｄａｙｓ(ＥＧａｎｄＨ）afterinoculation・

Magnificationsare×2５（Ａ－ＦａｎｄＨ）ａｎｄ×100（G)．
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